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2024 年 9 月 28 日 

IR チーム 

教育・学修支援センター 

就職先調査報告(抜粋) 

1. 報告要旨 

本報告は、本学卒業生の就職先企業に対して実施した「2023 年度 清泉女子大学 教育についてのアン

ケート」（以下「就職先アンケート」もしくは「本調査」）をもとに、企業による評価を通じて卒業生の「学

び」の達成を確認するとともに、企業における採用時の重視項目および採用時に参考にする可能性のあ

る学修情報を確認し、今後の本学における学修成果やその可視化、すなわちディプロマサプリメントの

改善の参考とするものである。なお就職先アンケートは、のべ 1601 社の採用担当者を対象に 2024 年 1

月 9 日～1 月 31 日まで Google Form を用いて実施し、のべ 100 社より回答を得た。 

 

2. 結果 

2.1. 企業からの卒業生の評価 

本学の卒業認定・学位授与の方針（以下 DP）は文学部 DP と学科 DP の 2 つが定められており、文学

部 DP についてはすべての卒業生が満たすべきものとして設けられている（表 2-1）。 

 

図 1 は、就職先企業が今までに採用した本学の卒業生について、上記 DP の各項目が達成されていた

と思うかどうかを尋ねた結果である。いずれの DP においても「達成できていたと思う」と答えた企業が

60％を超えており、卒業生はおおむね本学の文学部DPを達成していると評価されていると考えられる。 

 

清泉女子大学文学部は、本学に所定の年限在籍し所定の単位を修得し、次のような知識、技能、態

度、資質を備えた学生に対して卒業を認め、学士の学位を授与する。 

(1) 豊かな教養と専門領域の学芸を修得している。 

(2) 建学の精神であるキリスト教ヒューマニズムを理解し、他者を思いやる人間性を持ち、奉仕的精 

神を持って行動できる。 

(3) 複雑な事象を前にしても、問題の根源にさかのぼって論理的に思考を重ね、解決を目指すことが 

できる。 

(4) 言語等によるコミュニケーションの能力を備え、多様な立場や考え方が交錯する中でも対話を 

続ける姿勢を保つことができる。 

(5) 文化の多様性を理解し、個々の文化の個性を尊重し、国際社会の中で活躍するための基本的な資 

質を備えている。 

(6) 常に学ぶ態度を忘れず、知識を広め教養を深めて、自分を豊かにしていくことができる。 

表 1：清泉女子大学 文学部 DP(2020 年度以前) 
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2.2. 企業における採用時の重視項目 

図 2 は、企業が学生を採用する際に各項目をどの程度重視するかを尋ねた結果である。 

重視する企業がとくに多いのは、「重視する」の割合が多い順に「12.失敗しても諦めずに努力を続ける

力(87％)」「10.相手の立場や意図・関係性・状況を考えて相手に伝わるように話す力(86%)」「8.相手の立

場や意図・関係性・状況を考えながら相手の話を聞き、理解する力(81％)」「11.意見の異なる相手とも関

係を保ち、対話を続ける力(79%)」「13.必要なスキルを自発的に獲得しようとする態度(79％)」であった。

これらの項目は、ほぼすべての企業が「重視する」「どちらかといえば重視する」と回答していた。「重視

しない」「どちらかといえば重視しない」の割合が多かったのは「3.外国語を使う力（74％）」「4.統計や

データサイエンスの知識・スキル(57％)」であった。これらの専門的な知識や能力は、採用においてはあ

まり重視されていないといえる。一方、「1.大学での一般教養・専門分野で学んだ知識・理解」や「2.大学

における学びの経験」については「どちらかといえば重視する」と答えた企業の割合が多く、採用におい

ては補助的に参照されていると考えられる。 

 表 2 は各項目の「重視しない～重視する」という回答を 0 から 3 の数値に変換し、企業の業種別に平

均を算出したうえで、平均値の大小によって白から青のグラデーションに塗り分けたものである。どの

業種であっても「8.相手の立場や意図・関係性・状況を考えながら相手の話を聞き、理解する力」「10.相

手の立場や意図・関係性・状況を考えて相手に伝わるように話す力」「11.意見の異なる相手とも関係を保

ち、対話を続ける力」「12.失敗しても諦めずに努力を続ける力」「13.必要なスキルを自発的に獲得しよう

とする態度」はスコアが高かった。「1.大学での一般教養・専門分野で学んだ知識・理解」「2.大学におけ

る学びの経験」については業種によりスコアの高低がみられたが、「2.大学における学びの経験」のほう

図 1：企業側からみた本学卒業生の DP 達成評価 
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がやや高いスコアであった。「3.外国語を使う力」については宿泊業、飲食サービス業においてのみスコ

アが高く、「4.統計やデータサイエンスの知識・スキル」についてはどの業界においてもスコアが低かっ

た。これは業種によって求められる力が異なること、また本学は文学部のみの大学であり、そもそも本学

に対して統計やデータサイエンスの知識・スキルを実用的なレベルで有する人材を求めていないことが

理由であると考えられる。現在、AI 技術を利用したさまざまなビジネスツールが使われはじめているた

め、今後はこの項目を「AI 技術の問題点を理解したうえで使いこなす力」といった形で、より実際的な

能力項目に近づけていく必要がある。 

 

 

 

 

図 2：採用時における重視度 
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2.3. 大学側が提供すれば採用時に参考にする可能性のある情報 

 表 3 は「大学側が提供すれば採用時に参考にする可能性のある情報」を複数選択形式で尋ねたもので

ある。「大学における学びの経験の詳細（PBL やゼミ活動などへの参加状況や活動内容）」は 79％、「就

職活動時点での平均 GPA（大学の成績）」は 54％の企業が選んでいた。また「就職活動時点での修得単

位数」については 37％、「就職時点での大学が定める DP の達成度」については 28％の企業が選んでお

り、大学での活動やその成果について補助的に参照したいという企業側の考えが窺える。一方、外部テス

トの結果については、外国語・汎用的能力を問わず参考にする企業が少なかった。これらの結果から、企

業は単純にスコアとして現れるものよりは、学生が日常で学業に取り組んでいる証拠となるような具体

的な情報を求めているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2：採用時における重視度スコア（業種別） 
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3. まとめ 

 本学の卒業生は、本学 DP の達成について、就職先企業から一定の評価を得ていた。これは本学が提供

する「学び」（教育カリキュラム）の一定の達成を示唆するものである。 

就職先企業が学生を採用するときには、「失敗しても諦めずに努力を続ける力」「相手の立場や意図・関

係性・状況を考えて相手に伝わるように話す力」「相手の立場や意図・関係性・状況を考えながら相手の

話を聞き、理解する力」「意見の異なる相手とも関係を保ち、対話を続ける力」「必要なスキルを自発的に

獲得しようとする態度」といった「社会の一員として働き続ける上で必要な力」を重視しているといえ

る。これらは本学の DP にも含まれる資質・能力であり、大学のカリキュラムにおいていっそうの育成を

図っていく必要がある。 

また就職先企業は、学生の情報として「大学における学びの経験の詳細（PBL やゼミ活動などへの参

加状況や活動内容）」「就職活動時点での平均 GPA（大学の成績）」「就職活動時点での修得単位数」「就職

時点での大学が定める DP の達成度」といった、学生の主体的な行動やその結果を見ることができる情

報を求めていることがわかった。本学のディプロマサプリメントは卒業時の発行であり、また GPA・単

位数のみの記載であるが、「就職時」もしくは「各年次」における発行と、学生の取り組みを数字以外の

形（たとえば参加活動の履歴など）で表せるような内容の記載を組み合わせることで、就職先企業と学生

の両方にとって益のあるものが作れるのではないかと考えられる。 

 

以上 

表 3：採用時に参考にする可能性のある記載 


